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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
アニメーション、および動作をつけて分かりやすくする
携帯電話　個体識別番号　
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
上の名前、レポート、評価方法の三つから推論により、成績情報がわかってしまうということを
下のグラフ構造で表現している
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
このあたりに述語論理のことを描く？
これは右のオブジェクト間のグラフからオブジェクト間の関係を左に書き表したものである。
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